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所属： 高知工業高等専門学校 ソーシャルデザイン工学科 

研究タイトル： 

完備探索問題の難しさに関する研究 

 

氏名：   石塚 天 ／ ISHIZUKA, Takashi E-mail： ishizuka＠kochi-ct.ac.jp 

職名： 助教 学位： 博士（数理学） 

所属学会・協会： 日本オペレーションズ・リサーチ学会 

キーワード： 計算量理論 

技術相談 

提供可能技術： 

・アルゴリズム的ゲーム理論 

・組合せ最適化 

・ 

 

 

研究内容：  

 

試験中，あるいは試験勉強中にこの言葉を発した人は少なくないで

しょう．皆さんは，どのような問題を『難しい』と感じますか？ ど

のような基準に基づいて問題が『難しい』と言いますか？ 

 

 計算量理論（あるいは，計算複雑性の理論）と呼ばれる研究分野は，問題の難しさを定量的に測り，本質的に

難しい問題が存在するのかを解明することを目指す数学・情報科学の一分野です．問題の『難しさ』を解明する

数学的な問いの重要性は，我々の身近なところに潜んでいます．なぜなら，計算量理論における『難しい』問題

とは，計算機にとっても『難しい』問題を意味します． 

 現代社会において，計算機を使ったことない人は居ないと言っても過言ではないでしょう．我々が日常的に使

うスマートフォンやタブレット，パソコンも計算機のひとつです．これら計算機の処理は，様々な情報を処理す

るアルゴリズムに支えられています．つまり，効率の良いアルゴリズムを開発することが，我々の社会では欠か

せません．しかし，アルゴリズムの効率性に関する理解は，計算機の普及に比べると，遅れているのが実情です．

その良い例がミレニアム懸賞問題のひとつである「Ｐ対ＮＰ問題」です．  

 下図に示すとおり，「Ｐ対ＮＰ問題」は，YES／NO で答えることが可能な判定問題の「難しさ」に関する問

いです．しかしながら，実社会における課題で YES／NO で答えられる問題は珍しいでしょう．私の研究では，

具体的な解を出力する計算問題（探索問題）の「難しさ」の解明に取り組んでいます． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この問題，難しい！！ 
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◆ Personal Profile 

I have worked on fixed-point computation, equilibrium computation for strategic-form games, and the 

fundamental theory of complexity; I have recently focused on the complexity of total search problems for 

quantum computation models. An aim of my research is to clarify the complexity of problems in TFNP via 

the computational aspects of Fixed Point Theory and establish novel techniques for resolving these 

problems. 
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